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第 1 章では、序章として準 1 次元量子スピン系の研究背景と本研究の目的及び意義を述べた。
第 2 章では、準 1 次元量子スピン系の動的性質に関する数値解析方法として広く用いられているランチョス法に基
づく連分数展開法の説明を行った。
第 3 章では、 8=112 二本足スピンラダ一系における動的構造因子に関して解析を行った。動的構造因子に対する 4
体相互作用の影響を調べる事で、 8rCU203 の帯磁率の温度依存性を説明するために提案されたこつのモデ、ルの特徴が
非弾性中性子散乱実験によって観測されるかどうかを議論した。
第 4 章では、 8=112 二本足スピンラダ一系における光学吸収スペクトルに関して解析を行った。光学吸収スペクト
ルに対する 4 体相互作用の影響を調べる事で、 8rCU203 を記述する適切なモデルは光学伝導度の実験から決定され
る可能性がある事を指摘した。
第 5 章では、次近接相互作用を持つ 8=112 ボンド交替鎖の磁化プラトー状態における動的構造因子に関して解析
を行った。得られた結果から、この系の磁化プラトー状態における素励起の物理的描像と支配的なスピン相関関数に
関する相図を示した。
第 6 章では、エネルギーギャッフ。を持つ準 1 次元量子スピン系における磁場中 NMR緩和率に関して解析を行った。














いる。そして、 4 体相互作用の影響が議論されている 8=112 二本足スピンラダー物質 8rCU203 に対しては、光学伝
導度の実験によって系の素励起の特徴が解明され、得られた知見から適切なモデルが決定される事を指摘している。
(2)次近接相互作用を持つ 8= 1/2 ボンド交替鎖における磁化プラトー状態は本質的に多体効果に起因している事が知








プを持つ様々な準 1 次元量子スピン系のスピン相関関数の数値計算結果を代入する事で、それらの系の特徴は NMR
緩和率の温度の低下に伴う発散のべきの磁場依存性に現れる事を明らかにしている。更に、その表式を用いて
CU2(C5H12N2hC14 や(CH3)4NNi(N02)aの実験結果を議論している。
以上のように、本論文は、エネルギーギャッフ。を持つ準 1 次元量子スヒ。ン系の動的性質について理論的に解析した
ものであり、準 1 次元量子スピン系の基礎物性のみならず応用に関しても有益な知見を得ており、応用物理学、特に
理論物性学に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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